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(1)
はじめに
日常生活事故に関する実態調査はこれまでにも数多く
行われている｡直井 ･宇野ら1)～3)は日常災害による人的
被害の定量的把握のための調査を続けている.水野4)5)
は住宅安全計画の観点から住宅内事故の実態を調査して
いる.東京消防庁6)では住宅内で発生する高齢者の事故
に着目し､救急活動記録から家庭内における不慮の事故
について実態をまとめている｡ しかしながら､日常生活
事故の対象は住宅内に限られたものが多く､道路や公園
などの公共空間を含んだやや広い生活圏域における検討
は十分とはいえない｡
当研究室では､1987年に大阪府吹田市において住宅内
外における高齢者の日常生活事故に関するアンケート調
査を行っている7)｡ここで､公園 ･路上などの屋外公共
空間における事故が重大なけがにつながる危険性が高い
ことが指摘されている｡
そこで､本研究では前調査7)地区を含む吹田市におい
て消防署の救急隊出動記録に基づき､住宅内およびその
周辺の生活圏域における日常生活事故実態を把接し､そ
れらを分析することにより日常生活事故の構造をとらえ
ようとしたものである｡救急隊出動記録を用いる利点は､
得られるデータの内容が均一かつ信頼度が高く､細かい
事柄まで把握が可能という点である｡
また､年齢によって生活圏域や生活スタイル､生理機
能が変化している｡このことは日常生活事故実態に年齢
特性を生 じさせていると思われる｡そこで､対象を高齢
者に絞らず全救急搬送者とし､日常生活事故の年齢特性
を明らかにすることを本研究の目的とした｡日常生活事
故の年齢特性が明らかにされれば､高齢化が進む今日､
今後増加していくと予想される事故甲特徴や各世代の生
活に密着したより紬やかな日常生活事故防止対策につい
て論じることができるだろう｡
研究方法
t 調査データ
本研究の分析に用いるデータは､吹田市消防本部から
提供された1986-1989年の4年間の救急隊出動記録であ
る｡データは､プライバシー保護のために氏名を特定で
きない状態にした救急活動記録書の中から､地区 ･年齢
･性別 ･事故発生年月日･時刻 ･場所 ･事故種別 ･原因
･怪我種別 ･受傷部位 ･受傷程度の項目について内容を
コード化し､電算処理 しやすい形で抽出した｡対象とし
た事故は､住宅内およびその周辺の生活空間において発
生した日常生活事故である｡交通事故は除外しているが､
以前の調査で7)日常生活において歩行者と自転車の共存
が問題となっているため､自転車と歩行者に関する事故
に関するデータについては抽出を行った｡こうして得ら
れたデータ総数は4206件であった｡
事故発生率を算出するための母数となる人口データに
ついては､吹田市役所企画部企画調整室から提供を受け
た吹田市年齢階層別人口資料 (1986-1989年)を用いた｡
ll 分析方法
まず､救急データの項目の中から性別 ･月 ･時刻 ･場
所 ･事故種別 ･原因 ･怪我種別 ･受傷部位 ･受傷程度を
年齢区分別に集計 した｡次に､このクロス集計表をもと
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に対応分析9)10)を行い､各カテゴリーの各軸の得点を得
た｡ Ⅰ軸の寄与率は47%､Ⅱ軸までの累積寄与率は66%
であった｡さらに､Ⅰ軸とⅡ軸の得点をⅩ-Y座標にプロ
ットし､グルービングを行った (図1,図2)｡また､
クロス集計表は並べ替えによりパターン分類を行ってい
る (表1)0
図1より､Ⅰ軸は加齢につれて (+)側に移行してい
ることから､加齢に寄与する傾向があると推察され､Ⅱ
軸は身体機能の成熟や衰退に伴って変動していることか
ら人体生理に寄与する傾向があると推察される｡
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図1 対応分析 (年齢)
結果および考察
l 対応分析
図1より､日常生活事故の年齢特性は､｢0-14歳｣
｢15-64歳｣｢65歳以上｣の3グループに区分して把握で
きることが明らかとなった｡
図2において､大旨活動的なタイプはⅠ軸 (-)方向
に､非活動的なタイプはⅠ軸 (+)方向に現れており､
屋内空間はⅡ軸 (+)方向に屋外空間はⅡ軸 (-)方向
に現れている｡したがって､こどもに多い事故はⅠ軸
(-)側に高齢者に多い事故はⅠ軸 (+)側にみられる｡
そして､空間配置の近接している項目は関連が深い｡
例えば､第1象限では ｢転んで､脚や腰を骨折し中等症
程度の受傷をする｣ケースや ｢浴室で溺れて死亡する｣
ケースが､第2象限では ｢落ちて頑を打撲する｣ケース
や ｢遊んでいて｣事故にあうのは ｢昼間｣に多いことが､
第4象限では ｢酔っていて｣事故にあうのは ｢夜間｣に
多いことが見て取れる｡
(2)
また､男性的なタイプは第3象限に､すなわち屋外で
活動的な状況で発生する事故タイプにポジションがあり､
女性的なタイプは第1象限､すなわち屋内で非活動的な
状況で発生する事故タイプにポジションがある｡日常生
活事故の性特性に関しては､さらに年齢と性との関連に
おいて生理的メカニズムからアブ.ローチした分析を行う
必要があり､今回の分析から詳述することはむずかしい｡
しかしながら､男性と女性とでは事故の特性に全く異な
る傾向をもつことを確認することができた｡
l 救急搬送人鼻
図3は年齢階層別に年間1000人当たりの救急搬送人員
を示している｡この図から圧倒的に65歳以上の負傷率が
高く､しかも加齢に伴って救急車を利用する割合が増加
していく様子がわかる｡このことから高齢化が進むにつ
れて､日常生活事故による救急隊出動回数が増えること
が予測される｡
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表2に1986-1989年の救急搬送人員の推移を表3に同
年の吹田市人口の推移を示す｡( )内の数字は1986年を
100として増減をあらわしたものである｡吹田市の総人
口がほとんど増減していないのにも関わらず､救急搬送
人員が増加しているのは､負傷率の高い高齢者人口が増
加していることによる｡さらに､高齢者の救急搬送人員
の増加が甚だしいのは､高齢者の中でも特に負傷率の高
い後期高齢者 (75歳以上の高齢者)が増加していること
による｡
また､図3より乳幼児も年間1000人当たりの救急搬送
延原他 :日常生活事故の年齢特性
領 性別◆場所
× 怪我種
･一･一団一山･月
x 事故種
+ 受傷部位
脚
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- -ー 時刻
▲ 原因●受傷程度
図2 対応分析図 (項目)
(3)
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表 1 集計表
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表2 救急搬送人員の推移
生 活環 境 学 科
年次 1986 1987 1988 1989
救急搬送人員 372 340 332 354
(0-14歳) (100.0) (91.4) (89.2) (95.2)
救急搬送人員 383 404 486 499
(15-64歳) (100.0)(105.5)(126.9)(1.30.3)
救急搬送人見 220 230 296 289
(65歳以上) (100.0)(104.5)(134.5)(131.4)
全救急搬送人見 975 974 1114 1142
表3 吹田市人口の推移
年次 1986 1987 1988 1989
0-14歳人口 78148 75628 72165 68191
(100.0)(96.8) (92.3) (87.3)
15-64歳人口 243192245770246072246806
(100.0)(101.1)(101.2)(101.5)
65歳以上人口 22888 23840 24593 25721
(100.0)(104.2)(107.4)(112.4)
総人口 344228345238342830340718
人員が多い｡しかしながら､図1より日常生活事故には
年齢特性があり､乳幼児は高齢者とは異なるグループに
属しており､遭遇する日常生活事故の構造も異なってい
る｡これについては､以下に詳述する｡
日 月
図4に各年齢区分の月別救急搬送状況を示す｡75歳以
上の後期高齢者は11月から3月にかけての寒い時期に多
い｡逆に､0-14歳のこどもは4-10月の初夏に多い｡こ
れは ｢遊んでいて｣という事故原因が春から夏に多くな
っていたことから､季節による活動の変化が関係してい
ると考えられる｡15-64歳の年齢層では季節によって救
急搬送比率が異なる様子は見られなかった｡次に､年齢
区分毎の季節の救急搬送比率を図5に示す｡高齢になる
ほど､冬季の搬送が多く`なっていることがわかる｡冬季
は寒さによって体の機能 (柔敵性､敏捷性など)が萎縮
していることや､厚着などから身体が拘束されるため身
(6)
のこなしが悪くなることなどが関係していると考えられ
る｡
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図4 月別救急搬送状況
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図5 季節別救急搬送状況
IV 時間帯
図6に時間帯別の救急搬送状況を年齢区分毎に示す｡
高齢者は9-11時の時間帯にピークがある｡高齢者の9
時台に多い事故発生場所は室内であったが､10-11時台
になると路上での事故が多くなっていた｡このことは､
高齢者の生活行動パターン (家事や医療､買物など)や
その活動量と関係していると思われる｡そして､0-14
歳は15時にピークがある｡図7に示した年齢区分毎の時
間帯の救急搬送比率から､15-64歳は時間帯による変動
は小さいことがわかる｡この年齢層の救急搬送が少なく
なっているのは3時から5時にかけての夜のなかでも暁の
ころであった｡これは他の年齢層よりも活動時間帯が夜
遅いことと関係している｡他の年齢層 (0-14歳と65歳
以上)では睡眠時間帯と重なる22-5時の深夜の時間帯
において救急搬送が少なくなっている｡このように事故
発生時刻はそれぞれの年齢層の活動とその時間帯が関連
している様子がうかがえる｡
∨ 発生場所
図8に年齢区分毎に発生場所別救急搬送状況を示した｡
延原他:日常生活事故の年齢特性
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図2で発生場所の各点をみると､戸建住宅室内､浴室､
便所､階段､専用庭は第1象限に､共用庭 ･遊び場､集
合住宅室内､共用廊下は第2象限に､公共施設 ･店舗､
路上､駅は第4象限に集まっている｡第1象限にあるも
のは高齢者に､第2象限にあるものはこどもに日常生活
事故の発生率が高い場所である｡
同じ居室内でも､高齢者は戸建住宅室内で､こどもは
集合住宅室内で日常生活事故が多く発生している｡
図9は集合住宅率と高齢者率及びこども率の関係を示
す｡これは町丁目単位に世帯数､戸建住宅数､各年齢層
別人口から､集合率-1一戸建住宅数/世帯数､高齢者●
率-65歳以上人口/総人口､こども率-0-14歳人口/
総人口を算出してプロットしたものである｡この図から
集合住宅率が高くなると､こども率が高くなり､逆に高
齢者率は低下していることがわかる｡したがって､高齢
者は集合住宅室内よりも戸建住宅室内での方が事故を起
こしやすいのではなく､戸建住宅に住んでいる人口が高
いために､戸建住宅室内の事故発生件数が多いことにな
る｡
(7)
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図8 発生場所別救急搬送状況
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図9 集合住宅率と人口構成
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図10 受傷程度の割合 (場所別)
また､図10は発生場所別に受傷程度を比較したもので､
図中の数字は1986-1989年の救急搬送人員である｡ここ
で､私的屋内とは､戸建住宅室内 ･集合住宅室内 ･階段
･浴室 ･便所をまとめたものである｡同様に､私的屋内
は専用庭を､公的屋内は共用階段 ･共用廊下 ･エレベー
ター･共用玄関などを､公的屋外は共用庭 ･遊び場 ･公
園 ･駐車場 ･駐輪場 ･公共施設 ･店舗 ･路上 ･駅をまと
めたものである｡なお､学校はいずれの場所の区分にも
含まれていない｡
そして､全体的には公的屋外よりも私的屋内の方が受
傷程度が重いという結果になった｡これは､以前に宮野
･馬場が本研究と同じ吹田市において行った調査結果
｢屋外の公共空間における事故が大きなけがにつながる
危険性を有する｣7)とは逆の結果となった｡そして､堀
が泉北地区で行った調査結果 ｢住宅室内で起きる日常生
活事故は受傷程度が重く､路上などを含むその他屋外で
起きる事故は軽くすむ｣8)と本調査結果は一致している｡
しかしながら､場所と受傷程度の傾向は年齢グループに
よって異なっており､15-64歳では公的屋内の方が受傷
程度が重く､65歳以上では私的屋内の方が受傷程度が重
いという結果があらわれている｡
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これらをふまえて考察を加えると､全般的な日常生活
事故の傾向は地域による違いというよりも､調査方法が
救急隊出動記録に基づいたものであるという点と調査対
象の年齢構成に注意しなければいけないだろう｡すなわ
ち､前述した宮野ら7)の調査はアンケートを用いており､
堀8)の調査は本研究と同じ救急隊出動記録を用いている｡
したがって､救急隊の出動を依頼するに至らない事例ま
でを考慮すると､本調査から一概に屋内で発生する事故
が大きなけがにつながる危険性があるということはでき
ない｡むしろ､プライベートな場所ほど､他者による発
見が遅れることや軽傷の場合は救急隊に依らずに家庭内
あるいは自身で病院に行くなどして処置しているために
受傷程度は重くなり､逆にパブリックな場所では他者に
より早期に発見され､軽微な受傷でも救急隊に依頼する
傾向があると考察される｡
Vl 事故種別
事故種の中で最も多いのは ｢転んだ｣(54.4%)で､
次に多いのが ｢落ちた｣(13.2%)である｡ この2つで
全体の67.6%を占めている｡図2において第1象限にあ
る事故種は高齢者に多く受傷程度が重 く､一方､ Ⅰ軸
(-)側に布置された事故種は､こどもに多く受傷程度
が軽いものであった｡図11は年齢区分毎に事故種別を図
2のⅠ軸値順に並べて救急搬送率をみたものである｡高
齢者については加齢傾向を見やすくするためやや詳細に
区分している｡これより加齢に伴って転倒事故により救
急要請を必要とする受傷に至る割合が高くなっている様
子がわかる｡図12は転倒事故の発生場所の割合を年齢区
分毎に示したものである｡転倒事故は家庭内のほか､路
上や公共施設 ･駅 ･店舗といった公共空間でも多く発生
していることがわかる｡なお､この調査はハートビル法
の施行前に行っており､公共空間の安全性の問題は常々
指摘されており､今後の公共施設等の改善が待たれる｡
95歳以上
90-94脆
85-89線
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
45-64歳
15-44慮
0-14線
0% 20% 40% 60% 80% 100%
図11 事故種別救急搬送状況
鴨その地
口転んだ
田溺れた
口誤飲 ･食物
田切る ･こする
●落ちた
田はさんだ
■ぶつけた
延原他:日常生活事故の年齢特性
(9)
その他
公共施設･ 8%
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舗 ･駅
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図12 転倒事故発生場所
私的屋内
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図13 事故原因 (年齢)
■
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身体上の理由
ロ酔って
∃急いで･ねぼけて
C)台上 ･物を持つ
4珠 (滑り･段差)
4ガラス無
■自転霊
+並んでふざけて
V" 事故原因
事故原因については不明の場合が多いが､判明した事
例 (1844件)について､年齢区分別に事故原因の比率を
図13にまとめた｡0-14歳は ｢遊んでいて｣､20-64歳は
｢酔っていて｣､75歳以上は ｢身体上の理由｣が多い｡ま
た､｢段差があった｣｢床の滑り｣｢台上で作業中｣｢物を
持っていた｣という事故原因が高齢者は他の年齢層に比
べて多くなっており､平衡能力など身体機能の低下11)
が直接的､間接的に事故を引き起こしている様子がうか
がえる｡
次に､発生場所と事故原因を照合させ､生活環境の問
題点を明らかにした (図14.1-3)｡浴室､便所での事故
原因に高齢者は ｢身体上の理由｣が多い｡浴室､便所は
屋内の他の居室とは異なる環境条件 (温度､明るさなど)
にあることが多く､事故発生の要因のひとつとして考え
られる｡また､浴室では ｢ガラス類が割れた｣ための負
傷も多い｡浴室にはガラス以外の材料や強化ガラス等を
用いた仕様にしていれば､防ぐことができた事故が少な
くないことがわかる｡
14歳以下のこどもは共用廊下での事故件数が比較的多
いが､事故原因と照合させると ｢遊んでいて｣事故に遭
っている場合が多く､この場所がこどもの遊び場になっ
ていることがわかる｡
路上では ｢自転車｣による事故が多い｡｢自転車｣に
よる事故とは具体的には､自転車と歩行者の接触､自転
車の転倒､自転車の後輪に挟まれるなどである｡路上に
おける救急搬送人員と時間帯を図15に､さらにその中か
ら自転車を事故原因とするものを図16に示す｡図15より
路上での事故は0-14歳は15-17時に､15-64歳は通勤
･通学時間帯の8時と午後に､65歳以上は11時に多いこ
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65歳以上
ガラス
0-14歳
生 活 環 境 学 科
身体たちく
らみ
図14.1事故原因 (浴室)
全年齢
遊 ･ふざけ
その他
遊 ･ふざけ
全年齢
図14.2 事故原因 (共用廊下 ･共用階段)
(10)
延原他 :日常生活事故の年齢特性
65歳以上
遊･ふざけ
全年齢
遊 ･ふざけ
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図14.3 事故原因 (路上)
とがわかる｡しかし､図16より65歳以上の自転車を事故
原因とする救急搬送は14時以降夕方に多い｡これは､若
年層の自転車との共存がうまくいっていないことや､薄
暮になると視界が低下し事故を回避することが困難にな
っていることによると考えられ､生活環境において自転
車と歩行者の共存を図る配慮が必要である｡
? ? ? ?? ?
?
?
???
?
Ⅵl 怪我種別
図17に年齢区分別の怪我種別救急搬送の割合を示す｡
高齢になるにつれて切り傷が減り､骨折が増えている｡
怪我は前述した事故種と重なる部分があるが､それらの
関係は図2にみることができる｡
E)0-14歳
田15-64歳
■65歳以上
?
6 8 10 12 14 16 18 20
時刻
図15 路上における救急搬送人員と時間帯
(ll)
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75歳以上
65･一74歳
45-64線
15-44歳
0-14膿
生活環境学科
ロ0-14歳
由15-64歳
■65歳以上
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22
時刻
図16 自転車を事故原因とする路上における救急搬送人鼻
□その他
●曾折
口脳梗塞など
J瀬水
口ねんざ･脱臼
14さし傷 ･練り傷･攻み傷
鴨やけど
DIT#
日抜放
1,.I切LJ_傷
0% 20% 40% 60 % 80% 100%
図17 怪我種別救急搬送状況
lX 受傷部位
図18に年齢区分毎に受傷部位の比率を示す｡高齢にな
るにつれて､脚部､腰部の受傷が多くなっていることが
わかる｡
75歳以上
65-74歳
45･-64歳
15･-44線
0-14線
0% 20% 40% 601 80% 1100%
図18 受傷部位
fEj腰部
ロ脚部
■胸腹背部
CZ)その他
E)蛾部
『申･.Jr叫
X 受傷程度
図19は年齢区分毎に受傷程度の比率を示したものであ
(12)
る｡加齢に伴って受傷程度が重くなることが明らかであ
る｡
75歳以上
65-74線
45･一64歳
15～44畿
0-14厳
0% 20Ii 40% 60% 80% 100%
図19 受傷程度
まとめ
i■死亡
本研究は､異なる生活圏域､生活スタイル､生理機能
などを有する年齢層に着目し､日常生活事故の年齢特性
を明ちかにしようとしたものである｡
まず､日常生活事故の年齢特性に関して救急隊出動記
録を用いて対応分析を行い､年齢層は ｢0-14歳｣｢15
-64歳｣｢65歳以上｣の3グループに区分できることを
明らかにした｡
次に､対応分析結果をもとに年齢グループの日常生活
事故の特徴について各項目ごとに考察を加え､日常生活
事故の年齢特性を明らかにしたので､以下にまとめる｡
延原他 :日常生活事故の年齢特性
なった｡ここに記して感謝するところである｡
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･事故の発生率は乳幼児と高齢者において高い｡
･事故は季節によって増減がやや生じている｡｢0-14
歳｣は6-7月に多く､｢75歳以上｣は11-3月にかけて
の冬季に多い傾向があった｡
･睡眠時間帯と重なっている時間帯は事故の発生が減少
するが､年齢層によってその時間帯 (｢14-64歳｣は3
-5時､｢0-14歳｣および ｢65歳以上｣は22-5時)
は異なる｡事故の発生時間と活動時間は関連しているた
め､事故発生ピーク (｢0-14歳｣は15時､｢65歳以上｣
は9-11時)の現れ方がそれぞれの年齢層によって異な
っている｡
･事故発生場所は生活圏域が深く関係している｡｢65歳
以上｣は家庭内で､｢0-14歳｣は遊び場となる場所で
の事故が目立っている｡屋外では活動的な事故が多く､
屋内では非活動的な事故が多くなる｡屋内の方が受傷程
度の重い事故につながるという結果が現れたが､これは
本調査が救急隊出動記録に基づくものであることによる
と考えられる｡
･集合住宅室内よりも戸建住宅室内の方が受傷程度が重
いという結果があらわれた｡しかし､これは高齢者は戸
建住宅に住んでいる場合が多く､逆にこどもは集合住宅
に住んでいる場合が多いという要素が影響したことによ
るものであった｡
･加齢に伴って､転倒事故､骨折､脚部や腰部の受傷の
占める割合が高くなっている｡さらに､受傷程度も加齢
とともに重くなる傾向が明らかにあらわれた｡
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Summary
●
ThepurposeofthisstudylStOexaminetheage一grouptraitonthedailyaccidentswhichhaveoccurred
●●
insideandoutsideofdwelings.WeconductedthesurveyofthedailyaccidentsbasedonthelnJuries
obtainedthroughambulanceactivitiesfrom 1986to1989inSuitaCity,OsakaPrefecture.And4206dataof
thedailyaccidentswerepickedamongthem durlngfouryears.Thesedatacouldbeclassifiedintosome
●
groupsbycorrespondenceanalysts.
●
Thefolowlngresultsfromthissurveywereobtained;
1)Theaccidentalrateishighinthechildrenandtheelderly.
2)TheaccidentalrateinthechildrenishighfromJunetoJuly,butontheotherhandtheaccidentalrate
intheelderlylShighonwinter.
(13)
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3)Thedailyaccidentaltimehaverelevancetothetimeofdailyactivities,andtheaccidentalrateislowin
thesleeplngtime.Ontheelderly,thepeakhoursofaaccidentisfromninetoeleven.
●
4)Theaccidentoffal,fractureandtheinjuryoftheirlegandwaistcometobethemajordailyaccidental
●
typewiththereincreaslngyears.
5)Thereisacleartendencyshowingthattheinjurygetsmoreseriousastheindividualsgrowsolder.
6)Therewasadifferenceontheaccidentaltypebetweenmenandwomen.
7)Bythecorrespondenceanalysis,theage一groupcanbeclassifiedintothreemaingroups,andtwofactors
onthedailyaccidentswereextracted,i.e.thefirstfactorwasage-group,thesecondfactorwasoutside-inside.
Eachaccidentalcategoriesfindpositioninthecoordinateplane.
(14)
